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ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
月
間 

 
 

 

平
成
28
年
11
月
23
日
（
水
） 

和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会 

於 

大
須
観
音
宝
生
院 

 
 

 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 50

名
中
42
名
出
席 

出
席
率
84
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
観
音
供
茶
式 

茶
道
松
尾
流 

第
12
代
家
元 

松
尾
宗
典 

奉
仕 

於 
大
須
観
音
宝
生
院
本
堂 

★
茶
道
松
尾
流
御
席 

呈
茶
（
和
菓
子
つ
き
） 

於 

本
堂
１
階
特
設
茶
席
に
て 

 

★
和
っ
と
大
須
！
茶
席 

呈
茶
（
和
菓
子
つ
き
） 

於 

境
内
特
設
テ
ン
ト
に
て 

 
                

 

★
雅
楽
（
雅
楽
供
音
会
） 於 

境
内
鐘
楼
堂 

★
愛
知
少
年
院
・
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ 

矯
正
物
産
販
売
特
設
ブ
ー
ス 

於 

境
内
特
設
テ
ン
ト
に
て 

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

大
黒
屋
仏
壇
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
数
珠
づ
く
り 

於 

境
内
特
設
テ
ン
ト
に
て 

  

ゲ
ス
ト 

茶
道
松
尾
流
家
元 

松
尾 

宗
典
さ
ん 

茶
道
松
尾
流
家
元
令
夫
人 

 

松
尾 

芙
美
さ
ん 

名
古
屋
市
会
議
員 

中
田
ち
づ
こ
さ
ん 

大
須
商
店
街
連
盟
会
長 今

井 

富
雄
さ
ん 

愛
知
少
年
院
院
長 

伊
藤 

達
也
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
ガ
バ
ナ
ー 

 

（
岡
崎
Ｒ
Ｃ
）
服
部 

良
男
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区
地
区
幹
事 

 
（
岡
崎
Ｒ
Ｃ
）
岩
月 

昭
佳
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

西
名
古
屋
分
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐 

 

（
名
古
屋
み
な
と
Ｒ
Ｃ
）
深
谷 

友
尋
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

西
名
古
屋
分
区
分
区
幹
事 

（
名
古
屋
み
な
と
Ｒ
Ｃ
）
岩
佐 
信
機
さ
ん 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

社
会
奉
仕
委
員
会
副
委
員
長 

（
刈
谷
Ｒ
Ｃ
）
杉
浦 

文
雄
さ
ん 

西
尾
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｃ
幹
事 

細
川 

和
好
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
／
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
ご
家
族 

 
 

 
 

 
 

 
 

足
立 

美
幸
さ
ん 

米
山
奨
学
生  

 
 

  

李 
 

相
赫 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

 
 

 

シ
ン
ド
レ
・
コ
グ
ス
タ
ー
ド 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

「
和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会
」
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
は
貴
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
補
助
金
事
業
に
お
招
き
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
貴
重
な
供
茶
式
を
拝
見
で
き
ま
す
こ

と
、
大
変
な
名
誉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

西
尾
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｃ 

幹
事 

細
川 

和
好
さ
ん 

「
和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会
」
皆
様

の
お
力
添
え
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

照
井 

 

栞
・
吉
田 

憲
一 

林 
 

順
治
・
小
澤 

幸
男 

堀
江 

英
弥
・
中
原 

康
雄 

浅
野 

 

彰
・
植
松 

 

力 

竹
林 

正
人
・
丹
下 

富
博 

鬼
頭 

茂
成
・
吉
田 

明
夫 

田
崎 

雅
三
・
岩
崎 

征
一 

髙
木 

政
義
・
伊
藤 

正
明 

木
村 

光
徳
・
横
井 

 

衞 

酒
井 

 

修
・
春
日
井
和
良 

       

        

大
須
観
音
へ
よ
う
こ
そ 

岡
部 

快
圓 

マ
イ
ロ
ー
タ
リ
ー
現
在
25
名
の
メ
ン
バ

ー
が
登
録
済
で
す
。
残
り
の
皆
さ
ん
ご

祈
願
申
し
上
げ
ま
す
。 

吉
田 

隆
彦 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

内
藤 

 

明 
 

 
 

 
 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 

照
井 

 

栞 

「
和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会
」 

本
日
は
名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
例
会
・「
和
っ
と
大
須 

大
須
大

茶
会
」
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。 

今
年
度
の
会
長 

方
針
は
「
和
を
も 

っ
て
輪
と
な
り
、 

話
を
も
っ
て
和
と 

す
る
」
三
つ
の 

『
わ
』
で
す
。
和 

み 

和
す
る
『
わ
』 

・
輪
に
な
る 

つ 

な
が
る
『
わ
』・
話 

す
会
話
す
る
『
わ
』 

こ
の
三
つ
の
『
わ
』 

を
ヒ
ン
ト
に
社
会 

奉
仕
委
員
会
が
中 

心
に
な
っ
て
「
和 
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っ
と
大
須
・
大
須
大
茶
会
」
を
企
画
し

ま
し
た
。
老
い
も
若
き
も
、
老
若
男
女
、

国
も
超
え
て
、
み
ん
な
で
お
茶
し
な
が 

ら
三
つ
の
『
わ
』

を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。 

こ
こ
別
格
本
山 

大
須
観
音 
寶
生

院
の
貫
主 
岡
部

快
圓
さ
ん
は
名
古

屋
大
須
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
チ
ャ

ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー

と
し
て
当
ク
ラ
ブ

の
礎
を
作
っ
た
お

一
人
で
す
。 

現
在
は
パ
ス
ト

ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
、

日
本
だ
け
で
な
く

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
幅
広
く
活
躍

し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
今
回

の「
和
っ
と
大
須
、

大
須
大
茶
会
」
で

は
、
大
須
の
町
を

訪
れ
る
人
た
ち
に
、

三
つ
の
『
わ
』
を

楽
し
ん
で
い
た
だ

く
・
つ
な
が
り
の

場
所
と
し
て
快
く

大
須
観
音
境
内
を

一
日
開
放
し
て
く 

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

例
会
の
あ
と
松
尾
流
家
元 

松
尾
宗

典
様
に
よ
る
供
茶
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

貴
重
な
機
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
を
メ 

ン
バ
ー
一
同
た
い
へ
ん
光
栄
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ご
奉
仕
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
力
で
開
催
ま
で
こ
ぎ

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
「
和
っ
と

大
須
・
大
須
大
茶
会
」
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
日
一
日
、
和
や
か
な
お
茶
会
に
な

り
ま
す
よ
う 
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 「
和
っ
と
大
須 

大
須
大
茶
会
」 

社
会
奉
仕
委
員
長 
渡
辺 

観
永 

11
月
23
日
に
大
須
観
音
境
内
に
て

Ｒ
財
団
地
区
補
助
金
を
活
用
し
た
社
会

奉
仕
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
和
の
文

化
の
集
積
で
あ
る
茶
道
を
通
じ
、
地
域 

振
興
、
青
少

年
育
成
を
目

指
し
ま
し
た
。

特
に
青
少
年

育
成
に
少
年

院
で
更
生
を

目
指
し
て
い

る
生
徒
を
く

わ
え
て
お
り

ま
す
。 

服
部
良
男

ガ
バ
ナ
ー
を

は
じ
め
、
地

区
各
役
職
、

西
尾
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ａ
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
名
古
屋

市
市
会
議
員
、

大
須
商
店
街

連
盟
会
長
、

愛
知
少
年
院

院
長
を
来
賓

に
お
迎
え
し
、

大
須
観
音
本

堂
に
て
、
照

井
栞
会
長
が

点
鐘
い
た
し

ま
し
た
。
希

望
す
る
茶
道

愛
好
家
の

方
々
と
共
に
、

茶
道
松
尾
流

第
12

代
家

元
松
尾
宗
典

奉
仕
に
よ
る

重
厚
な
供
茶

式
を
拝
見
し
、

伝
統
の
継
承
、

文
化
の
熟
成

に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、 

本
堂
一
階
と
境
内
で
の
特
設
茶
席
で
は

市
民
を
対
象
と
し
て
抹
茶
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
茶
道
松
尾
流
お
家
元
を
中

心
と
し
た
流
派
門
弟
の
方
々
、
ま
た
、 

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
お
点
前
を
す
る
茶
席

を
裏
で
支
え
て
く
れ
た
茶
道
各
派
有
志

の
方
々
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
茶
席
で
用
い
ら
れ
た
抹
茶
茶
わ
ん
や
、

懐
紙
は
愛
知
少
年
院
の
生
徒
が
半
年
を

か
け
て
準
備
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。 

会
場
の
運
営
に
は
、
雅
楽
供
音
会
、

大
須
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
高
蔵
幼
児

園
の
年
長
さ
ん
、
ロ
ー
タ
リ
ー
家
族
、

米
山
奨
学
生
、
交
換
留
学
生
、
イ
ン
タ

ー
ア
ク
ト 

な
ど
、
１ 

０
０
人
を 

超
え
る
ス 

タ
ッ
フ
が 

約
60
名
の 

ロ
ー
タ
リ 

ア
ン
と
共 

に
笑
顔
を 

つ
く
る
活 

動
を
い
た 

し
ま
し
た
。 

特
に
Ｃ 

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ 

三
好
刑
務 

所
、
笠
松 

刑
務
所
、 

名
古
屋
保 

護
観
察
所
、 

並
び
に
愛 

知
少
年
院 

の
皆
様
に 

は
感
謝
申 

し
上
げ
ま 

す
。 

当
日
の
来
訪
者
は
三
千
人
を
超
え
、

笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

12
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

12
月
14
日
（
水
） 

家
族
忘
年
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

３
Ｆ
「
バ
ロ
ッ
ク
の
間
」 

18
時
00
分
よ
り
受
付   

18
時
30
分
よ
り
開
会   

12
月
22
日
（
木
） 

例
会
変
更 

12
月
27
日
（
火
） 

 

み
そ
か
例
会 

 

＊
10
時
～
15
時
の
間
に
事
務
局
ま
で 

商
品
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

＊
品
物
は
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

15
時
ま
で
に
必
ず
受
け
取
り
に
来
て 

く
だ
さ
い
。 

事
務
局
冬
期
休
暇 

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
・
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト 

事
務
所
・
ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
分
室 

12
月
27
日（
火
）
～
１
月
５
日（
木
） 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
事
務
局 

12
月
28
日（
水
）
～
１
月
６
日（
金
） 

12
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

休 

会
（
年
末
休
日
） 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会   

 
 
 

吉
田 

隆
彦
・
杉
浦 

令
淑 

近
藤 

明
美
・
伊
藤 

正
明 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


